
 

 

 

3月9日（土）、「全労済ソレイユ」にて第30回定期委員会を開催し、地本役員・分会委員
計25名が参加した。来賓として中央本部より鎗光副委員長、川崎政治部長、伊藤執行委
員をお招きし、議長には大分乗務センター分会より石郷委員が選出された。遠藤委員長
より冒頭の挨拶で「安全問題」「組織問題」「2024春闘運動」について提起をおこなった後
、各議案の提起を行い、各分会を代表する委員から職場問題等の発言があり、執行部
答弁の後、満場一致で採択、最後に遠藤委員長の団結ガンバローで閉会した。
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１．エリア制度について

２．延岡エリアの休憩所
について

＜執行部答弁＞
１．エリア制度で最も大事にすべき事
項は給与カットを行なってでも制度を
利用した組合員が希望のエリアに配
属したのかである。今後分会には調
査を要請するので協力を求める。

２．安全衛生委員会を活用して頂きた
い。地本としても現地調査を行ない会
社との協議を行なっていく。

１．被服の対応について

２．地本での旅費精算について

＜執行部答弁＞
１．状況の確認を会社との協議を通して
明らかにしていく。

２．定期大会までに規約を基に議論を
行なっていく。

１．育児行路について

＜執行部答弁＞
１．現行は1つしかない時短勤務も
今後利用したい組合員がいれば、
フィードバック面談等を通じて会社
に伝えていただきたい。会社として
どれくらいの社員が希望している
のかを把握し柔軟に対応していくと
の考えを引き出してきた。
育児に関しての制度の改正は

2024春闘でも要求している。引き
続き会社との協議を行なっていく

佐伯工務センター
分会

古賀 委員

大分乗務センター
分会

赤崎 委員

「2024春季生活闘争勝利！』総決起集会
大分地方本部は２０２４年３月9日（土）全労済ソレイユにおいて２
０２４春季生活闘争勝利！総決起集会を開催した。本集会では、春闘を
最後まで粘り強く戦い抜くこと、「人への投資」こそが未来の原動力と
なること、私たちの求める政策・制度の実現に向けてともに闘うことを
確認した。冒頭に大分地方本部を代表して難波副委員長より挨拶が行わ
れた。大分乗務センター分会、大分工務所分会、中央駅連合分会、青年
女性委員会の各代表者から決意表明として春闘に対する意気込みや思い
を伝え、集会全体の機運を盛り上げた。檄布の受け渡しは北部駅連合分
会の赤峰書記長が代表し手掛けた檄布を「組合員全員の思い」と伝え中
央本部鎗光副委員長に手渡した。最後に遠藤委員長による団結ガンバロ
ーで閉会した。

大分乗務センター
分会

竹下 委員

来賓 鎗光副委員長石郷議長

スローガン「勝ち取ろう明るい未来
繋げよう次世代へ 2024春闘勝利！」

檄布の贈呈

集会の様子

難波副委員長決意表明
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